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 平成22年度　決算を認定

　
歳
入
全
体
の
自
主
財
源

の
割
合
は
、
前
年
比
2.4
％

減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、

金
額
は
増
加
し
て
お
り
、

臨
時
交
付
金
や
通
信
網
整

備
交
付
金
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
る
。
こ
の
年
度
は

国
の
地
域
活
性
化
・
き
め

細
か
な
臨
時
交
付
金
な
ど

に
よ
り
、
総
額
は
前
年
対

比
24
・
２
％
増
額
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
今
後
も
景

気
の
回
復
は
見
込
め
ず
、

さ
ら
な
る
経
費
の
節
約
が

望
ま
れ
る
。

　
歳
出
で
は
、
総
務
費
・

土
木
費
・
農
林
水
産
業

費
が
大
幅
な
伸
び
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
国
の
経
済
対

策
に
よ
り
通
信
網
整
備

費
・
地
域
活
性
化
事
業
・

学
校
の
耐
震
対
策
事
業
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
民
生

費
が
前
年
対
比
で
25
％
伸

び
て
き
て
い
る
。

　
今
後
、
小
国
の
自
然
や

環
境
を
生
か
し
た
企
業
誘

致
や
、
事
業
の
展
開
を
図

り
、
雇
用
の
確
保
に
努
め

る
事
を
要
望
す
る
。

監
査
委
員
の
意
見
書
よ
り

代
表
監
査
委
員
　

　
　
　
　
　
鎗
水
　
盛
春

議
選
監
査
委
員
　

　
　
　
　
　
松﨑
　
俊
一

一般会計

■ 町　　　　　税 5億9400万円

■ 地 方 交 付 税 27億1083万円

■ 国 ・ 県 支 出 金 24億5876万円

■ 地 方 譲 与 税 8365万円

■ 消費税交付金 8165万円

■ 分担金・負担金 3億4751万円

■ 使用料・手数料 6677万円

■ 繰　　越　　金 4億9387万円

■ 繰　　入　　金 2億0337万円

■ 町　　　　　債 7億8080万円

■ そ　　の　　他 1億0248万円

7.5　町税　

（％）

地方譲与税　1.1
消費税交付金　1.0
分担金・負担金　4.4
使用料・手数料　0.8

繰越金　6.2

繰入金　2.6

町債　9.9

その他
　1.3

34.2  
地方交付税　31.0  

国・県支出金　

歳　入

歳入総額

79億2369万円

■ 民　　生　　費 15億1521万円

■ 総　　務　　費 24億9832万円

■ 教　　育　　費 7億1306万円

■ 公　　債　　費 6億0687万円

■ 農林水産業費 7億6663万円

■ 衛　　生　　費 3億1396万円

■ 諸　支　出　金 2億6040万円

■ 土　　木　　費 3億2863万円

■ 消　　防　　費 1億8579万円

■ 商　　工　　費 1億5363万円

■ 災 害 復 旧 費 5919万円

■ 議　　会　　費 6648万円

20.3　民生費　

農林水産業費　10.3

衛生費　4.2
諸支出金　3.4

土木費　4.4
消防費　2.5
商工費　2.1
災害復旧費　0.8

議会費　0.8

33.5
総務費教育費　9.6

公債費　8.1 　

歳　出

歳出総額

74億6817万円

（％）
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 平成22年度　決算を認定
小国町水道事業会計

　
国
民
健
康
保
険
の
歳
出
で

は
、
前
年
対
比
△
７
３
１
２

万
円
で
あ
り
、
こ
の
年
度

は
減
少
し
て
い
る
。
健
康

増
進
に
よ
る
医
療
費
の
削

減
と
収
入
未
済
額
が
約

４
０
７
８
万
円
あ
り
、
自

主
財
源
で
あ
る
保
険
税
の

確
保
が
必
要
で
あ
る
。

　
介
護
保
険
の
歳
出
は
、

前
年
と
比
較
し
て
１
億
６

４
４
万
円
増
額
と
な
っ
て

い
る
。
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
高
齢
者
の
健
康
増

進
に
努
め
、「
健
康
の
町
づ

く
り
」
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
坂
本
善
三
美
術
館
で
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

が
７
０
０
万
円
あ
り
、
全

体
の
62
％
を
占
め
て
い
る
。

歳
出
を
14
％
抑
え
て
あ
る

が
、
入
館
者
増
や
シ
ョ
ッ

プ
売
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
町
民
に
親
し
ま
れ
る

美
術
館
づ
く
り
が
望
ま
れ

る
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
で

は
、
一
般
合
併
浄
化
槽
管

理
費
と
差
が
出
な
い
よ
う

加
入
率
の
向
上
が
更
に
望

ま
れ
る
。

区　　分 収入決算額 支出決算額 差引額
上水道事業 1億 0394万円 8413万円 1981万円
簡易水道事業 2934万円 4268万円 △ 1334万円
合　計 1億 3328万円 1億 2681万円 647万円

区　　分 21年度 22年度 対前年比
経営収益 1億 2411万円 1億 2712万円 301万円
経営費用 1億 2068万円 1億 2408万円 340万円
経営利益 343万円 305万円 △ 38万円
当年度純利益 343万円 305万円 △ 38万円

　
水
道
事
業
会
計
の
収
支

で
は
、
当
年
度
利
益
が

３
０
５
万
円
で
、
前
年
対

比
38
万
円
減
少
し
、
給
水

収
益
が
１
５
３
万
円
増
収

と
な
っ
て
い
る
。
収
益
面

は
上
が
っ
た
が
、
水
道
管

の
布
設
替
工
事
な
ど
の
経

費
も
増
え
て
お
り
、
実
質

の
収
益
率
は
悪
化
し
て
い

る
。
本
年
度
も
配
水
管
布

設
替
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

厳
し
い
経
営
と
な
っ
て
い

る
。
事
業
の
改
善
を
図
り
、

経
営
効
率
化
に
一
層
努
め

る
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、

水
量
低
下
に
備
え
た
新
し

い
水
源
の
確
保
も
必
要
で

あ
る
。

特別会計
区　分 歳　入 歳　出 収支額

国民健康保険 11億 9110万円 11億 6080万円 3030万円
老人保健 494万円 9万円 485万円
介護保険 8億 3743万円 7億 8009万円 5734万円
後期高齢者医療 1億 0073万円 9499万円 574万円
地方改善施設
住宅新築資金等貸付金 585万円 585万円 0円

坂本善三美術館 1124万円 1124万円 0円
簡易水道 822万円 799万円 23万円
農業集落排水事業 1億 3434万円 1億 3133万円 301万円
特別会計総額 22億 9385万円 21億 9238万円 1億 0147万円
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9月定例会

○小国町税条例の一部改正          

○課・局設置条例

○一般職員の給与に関する条例の一部改正

○予防接種健康被害調査委員会設置条例の

　一部改正

○町議会委員会条例の一部改正

○光ファイバーネットワーク施設の設置

　及び管理条例の一部改正  

○有線テレビジョン放送番組審議会設置

　条例の一部改正

○ひとり親家庭医療費助成条例の一部改正

条　例　改　正
　確定申告の必要がある町民税の納税義務者
で、正当な理由無く申告を行わなかった者へ
の過料の引き上げなど。

　町役場の機構改革関連の条例。役場の機構
が変わる事で、議会の委員会が担当する課・
局が変更。予防接種委員会も担当する課が健
康福祉課から福祉課に。その他、職員の等級
の変更など。

　CATV( おぐにチャンネル ) の動画放送 ( 週
感 ! おぐチャンなど ) 実施のための法令の変
更など。

　条例名の変更など。従来よりこの条例での
「ひとり親家庭」には、いわゆるひとり親以外
にも、祖父母に養育されている子ども等も含
まれているため、対象をより明確にするため、
文言を変更

）
）

会期　9月 12日～ 20日

  12 日　　　　本会議
  13 ～ 15日　全員協議会（決算審査）
  20 日     　　 本会議（一般質問）
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討　論

予算の補正
一般会計 （今年度 4度目）2億 4672万円を追加。総額 51億 3922万円に
　主な補正の内容
　　町債償還のための基金へ積み立て　　　　　　　1億円
　　森林組合への補助金（地熱乾燥施設増設費用）800万円

国民健康保険特別会計 （今年度1度目）3250万円を追加。総額12億6982万円に
　主な補正の内容
　　被保険者の内、退職者の医療費が予定より多かったため、給付費を補正。
　　※全額交付金によりまかなわれる。

老人保健特別会計 （今年度 2度目）3万 8千円追加。42万 8千円に

介護保険特別会計 （今年度 2度目）668万円を追加。8億 1875万円に
　主な補正の内容
　　精算により、給付費で国や県などから受け取りすぎていた分の返還など

坂本善三美術館特別会計 （今年度 2度目） 71万円を追加。1556万円に
　主な補正の内容
　　落雷により故障した火災報知器の修繕費　41万円

反対討論　児玉　智博
　依然、同和団体への直接的補助金が残され、平成 22年度は1,996,865 円支出されている。しかし、部落差別問題は基本的に解決をみ
る段階にあり、残された課題は解放運動でなく、社会的協同によって取り組みを前進させるべきもの。今日においても多額の補助金が支出さ
れ続けることは、逆に部落差別を固定させてしまう。同和問題解決のためにも、財政難といわれる本町の財政の実態に照らしても、容認できない。

反対討論　児玉　智博
　保険税負担が年々上がりつづけ、本町では1984 年当時、対所得費 9.7%だったのが、2008 年度はついに20%になった。国民健康
保険制度は相互扶助ではなく、社会保障制度である事を忘れてはならない。町民の命・健康を町全体で支えるという立場に立ち、一般会計か
らの繰り入れを行い、保険税を抑えるべき。

反対討論　児玉　智博
　本町では、574 名の認定者の内、利用していない方が 89 名、介護保険限度額 109,479,700 円の内、実際利用されているのは
67,714,130 円。これは、多くの町民が介護を受けたくても1割負担が重くのし掛かり、利用を抑えなければならないという事ではないか。
町が独自に低所得者対策を進め、保険料・利用料の軽減をしなければ、劣悪な介護を巡る状況に町民を追い込んでしまうことになる。

反対討論　児玉　智博
　高齢者に差別医療を押し付ける高齢者いじめの後期高齢者医療制度は、即時撤廃すべきとの立場から本会計に反対する。

後期高齢者医療特別会計決算認定

介護保険特別会計決算認定

国民健康保険特別会計決算認定

一般会計決算認定
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一般質問

問　
「
小
国
町
が
ん
ば
る
地

域
支
援
補
助
金
」
に
つ
い

て
、
現
在
の
状
況
は
。

【
町
長
】
23
年
度
は
町
民
の

い
ろ
ん
な
活
動
に
関
し
て

は
で
き
る
限
り
支
援
し
て

い
く
方
針
。

【
商
工
企
業
促
進
課
長
】
現

在
飲
食
店
向
上
委
員
会
、

な
な
い
ろ
の
会
の
２
団
体

に
交
付
決
定
済
。
他
、
多

数
の
問
い
合
せ
あ
り
。

問　

各
団
体
の
情
報
交
換
、

交
流
等
を
促
進
す
る
た
め
、

各
活
性
化
団
体
を
結
び
つ

け
る
サ
ポ
ー
ト
を
提
案
す

る
。

【
町
長
】
こ
れ
を
機
会
に
団

体
の
数
、
実
態
を
調
査
し
、

今
後
、
横
の
繋
が
り
を
考

慮
す
る
。
又
、
昨
年
度
よ

り
観
光
振
興
会
議
が
発
足
。

拡
大
、
新
規
に
立
ち
上
げ
る

事
も
踏
ま
え
、
検
討
す
る
。

問　

活
動
団
体
へ
の
簡
略

化
し
た
補
助
制
度
は
。
又
、

役
場
職
員
の
団
体
へ
の
事

務
局
的
役
割
で
の
参
加
を

推
進
し
て
は
。

【
町
長
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
が
補
助
の
相
談
受
付
の

窓
口
で
あ
る
。

【
健
康
福
祉
課
長
】
社
協
に

お
い
て
一
部
を
助
成
す
る

制
度
も
あ
る
が
、
使
い
づ

ら
い
点
も
あ
り
、
検
討
中
。

【
総
務
課
長
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
、
地
域
に
は
で

き
る
だ
け
関
わ
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
。

問　

雇
用
創
出
の
各
事
業

が
今
年
度
で
終
了
す
る
が
、

今
後
の
町
の
対
策
は
。

問　

今
後
、
更
な
る
交
付

金
削
減
が
予
想
さ
れ
る
中
、

住
民
理
解
の
も
と
各
種
団

体
助
成
金
の
再
検
討
が
必

要
。
小
国
町
総
合
計
画
に

即
し
た
目
的
意
識
と
計
画

性
を
伴
っ
た
予
算
編
成
が

緊
急
課
題
と
思
う
が
。

【
町
長
】
目
的
意
識
を
も
ち

経
常
的
な
予
算
組
を
し
、
住

民
の
意
見
等
も
聞
き
、
補

正
予
算
も
積
極
的
に
取
入

れ
た
予
算
組
を
し
て
い
く
。

【
総
務
課
長
】
今
後
は
大
震

災
対
策
の
た
め
特
別
交
付

税
が
減
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
普
通
交
付
税
に
つ

い
て
は
確
保
で
き
る
予
定
。

国
や
県
の
動
向
を
見
て
予

算
編
成
に
取
組
む
。

問　

保
育
園
の
統
廃
合
に

つ
い
て
、
園
児
の
減
少
に

よ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
運

営
計
画
を
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
保
育
園
四
施
設
の 

な
か
で
宮
保
が
老
朽
化
し

て
い
る
が
２
〜
３
年
か
け

て
要
検
討
。
統
合
は
現
在

の
と
こ
ろ
明
言
で
き
な
い
。

問　

行
政
関
連
施
設
の
民

間
委
託
及
び
指
定
管
理
者

制
度
の
活
用
に
つ
い
て
十

活
性
化
団
体
等
へ
の
更
な
る

支
援
、
補
助
を
求
む
渡
邉　
誠
次

分
な
管
理
運
営
が
出
来
る

業
者
に
委
託
す
る
こ
と
が

財
源
確
保
に
繋
が
る
。
ま

た
臨
時
職
員
の
報
酬
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

【
町
長
】
行
政
機
関
で
民
間

委
託
等
を
し
た
方
が
良
け

れ
ば
協
議
す
る
。

【
総
務
課
長
】
長
年
勤
務
の

嘱
託
職
員
に
つ
い
て
は
金

額
差
が
あ
る
。
そ
の
他
に

つ
い
て
は
現
在
考
え
て
い

な
い
。

問　

小
国
の
自
然
を
最
小

限
の
経
費
で
最
大
限
の
効

果
を
得
ら
れ
る
小
国
Ｐ
Ｒ

が
必
要
。
併
せ
て
学
校
跡

地
の
利
用
「
学
生
」「
会
社
」

等
の
合
宿
等
に
助
成
金
を

だ
せ
た
ら
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
湧
蓋
山
ル
ー
ト
等

に
つ
い
て
は
観
光
振
興
の

一
環
と
し
て
考
え
て
い
き

た
い
。
又
、
学
校
跡
地
に

つ
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
検
討
し
て
い
る
。

自
主
財
源
の
確
保

時
松　
唯
一

議員視察研修の様子

【
町
長
】
非
常
に
大
事
な
案

件
で
あ
る
の
で
次
年
度
以

降
に
つ
い
て
、
該
当
す
る

団
体
と
協
議
し
、
深
く
検

討
し
て
い
く
。
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一般質問

問　

図
書
館
は
社
会
教
育
・

生
涯
学
習
実
践
の
上
で
欠

く
事
が
出
来
な
い
。
ま
た
、

収
集
・
整
理
し
た
図
書
・
資

料
を
提
供
し
、
知
る
権
利
を

保
障
す
る
施
設
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
小
国
町
図
書
室

は
、
開
館
時
間
が
大
変
短

く
、
文
科
省
の
基
準
か
ら

は
程
遠
い
。
利
用
者
の
立

場
に
立
っ
た
時
間
に
見
直

す
考
え
は
な
い
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

午
前
中
開
館
し
な
い
の
は

県
内
で
小
国
町
だ
け
だ
っ

た
。
内
部
で
検
討
し
て
行

き
た
い
。

問　

他
の
阿
蘇
地
域
の
図

書
館
・
図
書
室
で
も
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
基
盤

と
し
て
定
期
的
催
し
が
行

わ
れ
て
い
る
。
小
国
町
で

も
定
期
的
に
取
り
組
む
考

え
は
な
い
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

２
月
と
８
月
に
お
話
会
を

行
っ
た
が
、
回
数
を
増
や

そ
う
と
計
画
し
て
い
る
。

問　

官
庁
刊
行
物
は
、
行

政
の
政
策
・
施
策
の
方
向

を
示
し
、
住
民
に
と
っ
て
重

要
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
。

ま
た
、
住
民
の
知
る
権
利

を
保
障
す
る
た
め
に
収
集

し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

大
変
数
が
多
い
の
で
総
務
課

と
も
相
談
し
て
考
え
た
い
。

問　

今
後
図
書
室
を
社
会

教
育
・
生
涯
学
習
の
施
設
と

し
て
ど
の
よ
う
に
発
展
さ

せ
て
い
こ
う
と
考
え
る
か
。

【
教
育
長
】
図
書
室
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
、
情
報

収
集
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
位
置
づ
け
が
必
要
だ
と

問　

小
国
郷
の
野
菜
販
売

額
は
10
年
前
に
は
18
億
円

程
度
あ
っ
た
も
の
が
、
こ

こ
数
年
で
10
億
円
程
度
に

落
ち
込
ん
で
い
る
。
落
ち

込
ん
だ
原
因
と
、
具
体
的

な
対
応
策
の
検
討
が
必
要

で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
言
わ
れ
る
通
り
で

あ
る
。
た
だ
、
政
策
を
う

ま
く
実
行
さ
せ
る
た
め
に

は
、
関
係
団
体
が
一
つ
の

チ
ー
ム
と
な
り
、
方
向
性

を
持
っ
て
小
国
町
農
業
の

発
展
の
た
め
に
、
頑
張
っ

て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

【
農
林
振
興
課
長
】
町
と
し

て
は
、
新
規
品
目
の
導
入
、

担
い
手
の
育
成
、
野
菜
の

加
工
品
の
検
討
、
土
づ
く

り
の
徹
底
等
、
Ｊ
Ａ
や
各

部
会
等
と
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

問　

町
と
し
て
、
農
家
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ

る(

元
気
が
で
る)

た
め

の
政
策
、
例
え
ば
、
農
家

と
の
懇
談
会
や
講
演
会
が

必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
現
在
、
農
業
分
野

の
講
演
会
・
講
習
会
が
少

な
い
の
で
、
農
家
が
元
気

社
会
教
育
振
興
の
た
め

図
書
室
の
充
実
を

児
玉　
智
博

に
な
る
政
策
を
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。

問　

災
害
時
の
避
難
所
や
、

各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
と
し
て
の
旧
小
学

校
の
利
用
状
況
と
施
設
の

耐
震
補
強
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

【
商
工
企
業
促
進
課
長
】
避

難
所
と
な
る
体
育
館
は
耐

震
調
査
済
み
で
問
題
な
い

が
、
校
舎
つ
い
て
万
成
校

以
外
は
、
耐
震
補
強
は
で

き
て
い
な
い
。
一
部
の
小

学
校
以
外
は
今
の
と
こ
ろ

利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

考
え
て
い
る
。
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
十
分
検
討
し

た
い
。
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
設
け
て
い
き
た
い
。

農
業
の
振
興
策

旧
校
舎
の
利
用
状
況
梅
木　
隆
志

■阿蘇郡市内の図書館（室）の開館日時
曜日 時間 土曜日 日曜日 祝日

小国町
月～金 12：00～18：00

× △ ×
日（第2・4）13：00～17：00

阿蘇市
火～金 9：00～18：00

○ ○ ×
土・日 9：00～17：00

南小国町
月～金 8：30～17：00

○ ○ ×
土・日 9：00～17：00

南阿蘇村 月～金 9：00～17：00 × × ×
西原村 月～金・日 9：00～17：00 × ○ ○



8

一般質問

問　

小
中
学
生
の
生
徒
数

の
減
少
並
び
に
小
国
高
校

へ
の
進
学
率
の
低
下
の
中
、

小
国
高
校
の
定
員
割
れ
が

続
い
て
い
る
。
小
国
高
校

は
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
で

は
学
級
数
の
減
少
か
ら
分

校
化
も
し
く
は
統
廃
合
も

避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ

る
と
い
う
。
高
校
存
続
の

た
め
に
は
、
地
域
の
強
い

要
望
、
入
学
者
の
維
持
、

中
高
一
貫
教
育
の
充
実
が

望
ま
れ
る
。
希
望
す
る
進

学
や
就
職
な
ど
の
進
路
の

充
実
、
部
活
動
な
ど
の
競

技
力
の
向
上
や
充
実
し
た

文
化
活
動
を
図
る
た
め
に

南
北
両
町
で
財
政
支
援
も

含
め
て
物
心
両
面
か
ら
の

支
援
が
必
要
と
考
え
る
。

町
と
し
て
の
考
え
を
聞
き

た
い
。

【
教
育
長
】
小
国
中
並
び
に

南
小
国
中
か
ら
の
進
学
率

が
上
が
ら
な
け
れ
ば
今
後

厳
し
く
な
る
。
小
国
高
校

が
子
ど
も
達
に
選
ば
れ
る

よ
う
に
中
高
一
貫
教
育
の

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が

必
要
。

【
町
長
】
高
校
存
続
の
重
要

性
を
感
じ
て
い
る
。
学
校

や
、
関
係
者
か
ら
の
ア
ク

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
思
い
は

広
が
っ
て
い
く
と
思
う
。

南
小
国
町
と
も
連
携
し
、

積
極
的
に
支
え
て
い
く
。

問　

行
政
改
革
大
綱
の
見

直
し
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン

が
策
定
さ
れ
、
行
財
政
改

革
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
人
材
育
成
の
推

進
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、

人
材
育
成
の
観
点
に
立
っ

た
人
事
管
理
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
能
力
や
実
績
を

重
視
し
た
人
事
評
価
制
度

の
導
入
も
そ
の
ひ
と
つ
と

考
え
ま
す
。
熊
本
県
等
の

取
り
組
み
状
況
及
び
人
事

評
価
制
度
導
入
の
考
え
は

な
い
か
。

【
総
務
課
長
】
熊
本
県
、
南

阿
蘇
村
が
実
施
し
て
い
る
。

国
の
地
方
公
務
員
制
度
改

革
で
人
事
評
価
制
度
の
導

入
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、

試
行
等
の
指
導
が
あ
る
。

【
町
長
】
人
材
育
成
の
観
点

か
ら
人
事
評
価
制
度
を
導

入
し
て
い
き
た
い
。
同
時

に
、
事
務
・
事
業
評
価
も
併

せ
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問　

生
活
排
水
処
理
施
設

に
つ
い
て
、
個
別
処
理
施

設
で
あ
る
合
併
処
理
浄
化

槽
の
維
持
管
理
は
、
市
町

村
設
置
型
は
町
で
、
個
人

設
置
型
は
個
人
で
維
持
管

理
し
て
い
る
。
こ
の
個
別

小
国
高
校
の
存
続
に
対
す
る
取
り
組
み
と

小
中
高
校
の
連
携
に
つ
い
て
松
﨑　
俊
一

処
理
施
設
の
統
合
一
本
化

に
向
け
た
試
算
・
調
査
等

の
検
討
を
。
ま
た
、
合
併

処
理
浄
化
槽
整
備
も
個
人

設
置
型
か
ら
市
町
村
設
置

型
に
移
行
で
き
る
の
で
は
。

【
町
長
】
い
ろ
ん
な
角
度
か

ら
調
査
を
し
て
検
討
し
た

い
。

【
建
設
課
長
】
合
併
処
理
浄

化
槽
整
備
に
お
い
て
は
、

今
後
予
定
し
て
い
る
下
水

道
整
備
基
本
計
画
等
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

人
材
育
成
の
推
進
と
生
活
排
水
処
理

施
設
の
一
括
管
理
に
つ
い
て
北
里　
勝
義合併処理浄化槽

小国高校正門
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問　

今
年
６
月
よ
り
火
災

報
知
機
の
設
置
が
義
務
化

さ
れ
た
。
小
国
町
の
設
置

率
は
ど
の
位
か
。

【
総
務
課
長
】
小
国
町
は
報

知
機
を
全
戸
に
一
個
ず
つ

配
布
し
た
。
阿
蘇
広
域
報

告
で
は
100
％
で
す
。

問　

火
災
報
知
機
１
個
だ

け
で
安
全
な
避
難
が
出
来

る
の
か
。
寝
室
・
廊
下
・
台

所
も
必
要
と
聞
く
、
調
査

や
対
策
が
必
要
と
思
う
が
。

【
総
務
課
長
】
無
料
配
布
の

時
、
２
個
以
上
希
望
が
あ
っ

た
場
合
に
は
有
料
に
て
設

置
し
た
。

問　

火
事
な
ど
の
際
、
犠

牲
に
な
る
の
が
高
齢
者
や

子
供
な
の
で
、
数
個
の
設

置
が
必
要
と
思
う
が
。

【
総
務
課
長
】
お
ぐ
チ
ャ
ン

等
で
周
知
を
し
ま
す
。

問　

近
畿
地
方
で
大
水
害

が
発
生
。
多
大
な
人
的
被

害
が
出
た
が
、
小
国
町
に

お
け
る
防
災
に
つ
い
て
は
。

【
総
務
課
長
】
自
主
防
災

組
織
に
よ
り
訓
練
等
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。
継
続
す

る
こ
と
で
今
後
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

問　

今
年
の
各
地
区
の
自

主
防
災
組
織
図
で
数
年
前

の
ま
ま
の
所
が
あ
る
が
指

導
し
た
の
か
。

【
総
務
課
長
】
特
に
は
指
導

し
て
い
な
い
。
大
事
な
事

な
の
で
指
導
し
ま
す
。

問　

災
害
発
生
時
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
有
る
の
か
。

ま
た
、
指
示
は
誰
が
出
す

の
か
。

【
総
務
課
長
】
手
順
書
が
有

り
、
町
長
が
指
示
し
ま
す
。

問　

２
期
目
の
今
期
、
農

林
業
の
発
展
が
町
長
の
選

挙
公
約
に
あ
っ
た
が
、
具
体

的
な
政
策
を
質
問
し
た
い
。

【
町
長
】
大
事
な
分
野
で
あ

る
。
力
を
入
れ
る
こ
と
が

所
得
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

い
ろ
ん
な
こ
と
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
土
づ
く
り

か
ら
始
め
た
い
。
共
販
だ

け
に
頼
ら
ず
、
直
販
所
等
、

販
売
に
力
を
入
れ
た
い
。

問　

10
月
稼
働
予
定
で
あ

る
木
材
チ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
こ
の
企
業
を

誘
致
し
た
経
緯
、
引
き
取

り
価
格
等
を
質
問
し
た
い
。

【
町
長
】
森
林
組
合
と
二
十

数
年
来
の
付
き
合
い
が
あ

る
企
業
で
、
曲
が
り
材
の

放
置
等
に
も
対
応
で
き
る

た
め
。

【
農
林
振
興
課
長
】
引
き
取

り
価
格
は
、
１
t
あ
た
り

３
千
円
か
ら
６
千
円
で
あ

る
。

問　

搬
出
が
難
し
い
場
所

等
の
補
助
金
は
お
考
え
で

あ
る
か
。

【
町
長
】
各
地
域
よ
り
要
望

等
あ
れ
ば
、
将
来
的
に
は

考
え
て
い
き
た
い
。
一
部

分
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等

環
境
に
も
配
慮
す
る
予
定
。

町
の
安
全
対
策
は
万
全
か奴

留
湯　
哲
宣

問　

近
年
の
登
山
ブ
ー
ム

に
よ
り
小
国
町
の
シ
ン
ボ

ル
で
も
あ
る
湧
蓋
山
へ
の

登
山
者
が
倍
増
し
て
い
る
。

現
地
で
は
案
内
板
の
老
朽

化
が
目
立
ち
、
ま
た
ト
イ
レ

設
置
等
の
要
望
も
あ
る
が
。

【
町
長
】
バ
イ
オ
ト
イ
レ
等
、

地
元
の
方
と
相
談
し
な
が

ら
早
い
段
階
で
予
定
し
て

い
き
た
い
。

【
町
長
】
地
域
と
行
政
と
力

を
合
わ
せ
て
行
き
、
近
隣

町
村
と
も
連
携
を
取
り
、

町
民
を
守
っ
て
行
き
た
い
。

林
産
業
活
性
化
の

基
本
を
問
う

穴
井　
帝
史

増水した川の様子

西蓬莱木材チップセンター
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問　

町
長
は
６
月
議
会
に

お
い
て
「
下
水
道
整
備
に

つ
い
て
は
住
民
の
関
心
は

依
然
高
く
、
要
望
も
強
い

も
の
が
あ
り
、
多
額
の
建

設
費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

整
備
計
画
を
し
っ
か
り
行

い
、
町
民
に
将
来
の
方
針

を
示
す
必
要
が
あ
る
。
短

期
的
に
は
投
資
効
果
の
高

い
小
型
合
併
浄
化
槽
の
整

備
を
進
め
た
い
。
ま
た
、

維
持
管
理
費
の
増
大
、
高

齢
化
、
集
落
の
減
少
等
も

課
題
と
な
っ
て
い
る
。」
と

発
言
し
て
い
る
。
そ
こ
で

今
後
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
形
で
整
備
計
画
・
事

業
を
進
め
て
い
く
の
か
。

そ
れ
と
、
22
年
度
決
算
審

査
意
見
書
で
監
査
委
員
か

ら
、
整
備
地
域
と
未
整
備

地
域
に
町
の
負
担
上
の
不

公
平
さ
の
指
摘
を
受
け
て

い
る
。
事
業
が
完
了
す
る

ま
で
相
当
の
期
間
を
要
す

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
間

の
不
公
平
を
ど
う
是
正
し

て
い
く
の
か
。

【
町
長
】
来
年
度
予
算
に
費

用
を
計
上
し
、
ま
ず
は
下

水
道
整
備
計
画
の
策
定
を

考
え
て
い
る
。
公
平
性
に

つ
い
て
も
私
自
身
十
分
に

認
識
し
て
る
。
小
型
合
併

浄
化
槽
を
町
管
理
下
に
置

く
と
か
、
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
慎
重
に
進
め
、
み
な

さ
ん
の
意
見
を
待
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

問　

竹
田
市
よ
り
福
岡
行

き
直
行
バ
ス
が
運
行
し
て

い
る
が
、
小
国
町
を
通
っ

て
い
る
に
も
拘
ら
ず
町
内

に
は
停
車
し
な
い
。
観
光

の
た
め
に
も
、
ゆ
う
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
も
し
く
は
杖
立

に
停
車
出
来
る
よ
う
に
交

渉
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
総
務
課
長
】
運
行
申
請
に

よ
り
ル
ー
ト
が
決
ま
っ
て

い
る
た
め
、
ル
ー
ト
内
で

あ
れ
ば
停
車
可
能
で
あ
る
。

た
と
え
ば
北
里
地
区
辺
り

等
、
今
後
協
議
し
て
い
く
。

問　

国
道
２
１
２
号
線
の

杖
立
〜
大
山
間
が
松
原
ダ

ム
建
設
当
時
と
同
じ
道
幅

の
ま
ま
で
、
ト
ン
ネ
ル
も

狭
く
大
型
車
の
離
合
も
困

難
の
た
め
、
改
良
工
事
の

進
ん
だ
３
８
７
号
線
の
利

公
共
下
水
道
整
備
計
画北

里　
邦
治

用
が
増
加
傾
向
に
あ
る
よ

う
だ
。
２
１
２
号
線
期
成

会
等
で
改
良
工
事
の
要
望

を
行
っ
て
も
ら
い
、
従
来

通
り
杖
立
か
ら
小
国
町
へ

と
入
っ
て
く
る
観
光
ル
ー

ト
を
確
立
し
て
も
ら
い
た

い
。

【
町
長
】
22
年
か
ら
29
年
ま

で
の
期
間
に
お
い
て
、
大

山
響
地
区
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
を
進
め
て
い
る
。
多
額

の
予
算
を
使
う
た
め
、
し

ば
ら
く
は
そ
こ
に
集
中
す

る
と
の
こ
と
。
ト
ン
ネ
ル

に
つ
い
て
は
大
分
県
側
に

要
望
し
て
い
く
。

問　

近
年
、
有
害
鳥
獣
が

増
え
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が

拡
大
し
て
い
る
。
給
食
セ

ン
タ
ー
移
転
後
の
跡
地
を

食
肉
加
工
処
理
施
設
と
し
、

商
品
化
し
て
は
。

【
町
長
】
加
工
、
販
売
等
検

討
し
な
が
ら
、
前
向
き
に

考
え
て
行
く
。

交
通
網
整
備
に
よ
る
観
光
ル
ー
ト
の
確
立
を
要
望

有
害
鳥
獣
の
駆
除
、
加
工
施
設
整
備

松
本　
明
雄

黒渕地区汚水処理場
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問　

今
夏
も
深
夜
、
若
い

女
の
子
が
１
人
で
、
短
パ

ン
姿
で
国
道
を
歩
い
て
い

る
の
を
見
か
け
た
。
自
ら

の
身
の
危
険
は
考
え
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
人
は
成
長
の

過
程
で
災
害
、
事
故
、
病
気
、

犯
罪
な
ど
好
む
と
好
ま
ざ

る
と
に
関
わ
ら
ず
、
命
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
子
ど
も
た
ち
に
自

分
の
命
を
守
る
知
恵
や
知

識
を
教
え
て
行
く
べ
き
と

思
う
が
、
学
校
教
育
で
は

ど
う
教
え
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
教
育
の
要
点
は
、

直
接
生
き
延
び
る
知
識
で

あ
る
。
校
長
会
等
を
通
じ

て
繰
り
返
し
指
導
す
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
。

問　

東
北
大
震
災
被
災
地

の
、
あ
る
小
学
校
は
、
地

震
後
、
避
難
に
つ
い
て
結

論
が
出
ず
校
庭
に
子
ど
も

た
ち
を
出
し
た
ま
ま
、
津

波
に
呑
み
こ
ま
れ
た
。
他

の
地
域
で
は
、
災
害
の
専

門
家
を
招
い
て
の
災
害
対

策
か
ら
子
供
達
を
災
害
か

ら
救
っ
た
。
教
育
界
に
も

他
の
領
域
か
ら
の
知
識
導

入
が
必
要
と
思
う
が
。

【
教
育
長
】
犯
罪
、
災
害
防

止
た
め
、
警
察
、
消
防
な

ど
か
ら
協
力
を
頂
い
て
い

る
。
そ
の
他
か
ら
も
必
要

が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
き

た
い
。

問　

観
光
資
源
調
査
は
、

現
在
で
も
進
め
て
い
る
か
。

昭
和
28
年
の
大
水
害
ま
で

町
内
に
川
茸
の
１
つ
で
あ

る
「
水
前
寺
の
り
」
が
自

生
し
て
い
た
と
聞
い
た
が
、

調
査
し
て
養
殖
加
工
な
ど

に
結
び
付
け
れ
ば
大
き
な

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
教
育
を

原
山　
光
成

資
源
と
な
る
が
。

【
商
工
企
業
促
進
課
長
】 「
水

前
寺
の
り
」
に
つ
い
て
は
、

初
め
て
聞
い
た
。
観
光
資
源

調
査
は
進
め
て
い
き
た
い
。ふるさとの秋まつりパレードの様子

小
国
町
議
会
９
月
定
例
会
か
ら
、

お
ぐ
チ
ャ
ン（
10
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

に
て
一
般
質
問
の
様
子
が
放
映
さ

れ
ま
し
た
。
議
員
一
人
一
人
の
考

え
や
、
町
長
、
行
政
側
の
答
弁
等
、

よ
り
詳
し
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本会議の様子

議
会
放
映

は
じ
ま
り

ま
し
た
！

議
会
放
映

は
じ
ま
り

ま
し
た
！

議
会
放
映

は
じ
ま
り

ま
し
た
！
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平成22年度決算に伴う現地研修

　

筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学

研
究
科
の
黒
田
乃
生
氏
を
迎
え
、「
世

界
遺
産
保
護
を
考
え
る
ー
白
川
郷
の

事
例
」
と
題
す
る
基
調
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　
「
ま
ず
は
、
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
続
か
な
い
。
町

民
全
体
が
参
加
し
な
け
れ
ば
保
存
は

出
来
な
い
し
、
ま
た
、
教
育
委
員
会
や

保
存
財
団
と
共
同
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
。
白
川
郷
で
は
守
る
会
を
立
ち
上

げ
、
屋
根
の
補
修
や
資
金
の
貸
し
付
け

な
ど
を
行
い
、
保
存
が
可
能
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
考
え
も

変
わ
り
、
文
化
と
伝
統
を
守
る
意
識
が

出
て
き
た
。」
と
、
黒
田
先
生
は
白
川

郷
を
世
界
遺
産
と
し
て
守
る
こ
と
に

つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

黒田乃生氏の講演

平成23年度 阿蘇郡市町村議員研修会
平成23年7月27日 南小国町自然休養村管理センター

岳の湯地熱木材乾燥施設 鍋ヶ滝公園整備工事 小原田寺尾野線道路改良工事

杖立ユニバーサルデザイン整備 手水野地区携帯電話整備工事

小国小太陽光発電設備 小国中耐震工事

平成23年8月26日 各常任委員会
小国小中学校太陽光発電施設

総額 4545万円
小国中学校耐震補強及び大規模
改修工事

総額 2億 6844万円
杖立ユニバーサルデザイン整備・
多目的ホール塗装工事

総額 1043万円
手水野地区携帯電話整備工事

総額 3264万円
鍋ヶ滝公園整備工事

総額 1537万円
道路改良工事（小原田寺尾野線・
明里線・下滴水線）

総額 5485万円
岳の湯地熱木材乾燥施設

総額 550万円
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『サポートセンター悠愛』発足
　

９
月
17
日
小
国
郷
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、『
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
悠
愛
』
の
発
足
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
４
月
か
ら
の
発
足
で
す
が
、
小
国
町
障
害
児
福

祉
施
設
の
落
成
に
合
わ
せ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

熊
本
県
立
大
学
の
石
橋
敏
郎
教
授
に
よ
る
「
こ
れ

か
ら
の
社
会
福
祉
に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
で
記
念

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
南
小
国
町
の
出
身

で
、
小
学
校
時
代
の
通
知
表
の
話
な
ど
、
小
国
弁
を

交
え
た
楽
し
く
役
に
立
つ
講
演
で
し
た
。

　小国町立小国学園は、本年4月より民営化され、小国町社会福祉協議会『サポートセンター悠
愛』として生まれ変わりました

落成式の様子

講演会の様子
　

９
月
17
日
午
前
10
時
よ
り
小
国
町
障
害
児
福
祉
施

設
の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
施
設
は
、
熊
本
県
の
平
成
22
年
度
県
産
材
利
用

加
速
化
事
業
を
利
用
し
、
小
国
材
を
0.3
㎥
／
㎡
（
一

般
住
宅
0.1
㎥
／
㎡
）
使
用
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
小
国
学
園
の
民
営
化
に
伴
い
、
本
施
設
は
、

町
が
建
設
し
、
指
定
管
理
者
と
し
て
『
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
悠
愛
』
が
管
理
を
行
い
ま
す
。

小国材がたくさん使われた施設の内部

『
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
悠
愛
』

発
足
式
開
催
さ
れ
る

小
国
町
障
害
児
福
祉
施
設

落
成
式
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編 

集 

後 

記

　
現
体
制
の
広
報
特
別
委

員
会
に
な
り
、
今
回
で
２

回
目
の
議
会
だ
よ
り
の
発

行
と
な
り
ま
し
た
。
小
国

町
議
会
で
は
、
９
月
議
会

か
ら
「
お
ぐ
に
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
で
の
一
般
質
問
放
映

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
今

後
も
町
民
の
み
な
さ
ん

に
、
私
た
ち
の
議
会
活
動

を
キ
チ
ン
と
お
知
ら
せ

し
、
ま
た
、
み
な
さ
ん
の

「
町
政
・
議
会
の
こ
と
を

知
り
た
い
」
と
い
う
思
い

に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る

紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
も
お
寄

せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

委  

員  

長
　
渡
邉 

　
誠
次

副
委
員
長
　
梅
木 

　
隆
志

委
　
　
員
　
奴
留
湯 

哲
宣

児
玉 

　
智
博

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
髙
村 

　
祝
次

広
報
特
別
委
員
会

○
郵
政
民
営
化
法
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
請
願
書

請 

願 

者
　
杖
立
郵
便
局
　
　
　
　
　
　

局
　
　
長
　
　
穴
井 

　
裕
司

紹
介
議
員  

　
松
﨑 

　
俊
一　

○
原
子
力
発
電
か
ら
撤
退
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発
と
普
及
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
請
願
書

請 

願 

者
　
あ
そ
九
条
の
会
　
　
　
　
　

代
　
　
表  

　
禿 

　
　
浩
道

紹
介
議
員  

　
児
玉 

　
智
博

梅
木 

　
隆
志

穴
井 

　
帝
史

請
願

小
国
町
に
暴
力
団
を
入
れ
る
な

　
小
国
町
議
会
は
、
９
月
議
会
で
、
暴
力
団
排
除
に

関
す
る
宣
言
を
全
会
一
致
で
決
議
し
ま
し
た
。
宣
言

で
は
、
暴
力
団
の
存
在
は
「
平
穏
で
安
全
・
安
心
な

社
会
を
希
求
す
る
町
民
の
思
い
を
踏
み
に
じ
る
も
の

で
あ
り
、
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
厳

し
く
指
摘
。
町
民
及
び
警
察
と
連
携
し
、
積
極
的
な

暴
力
団
排
除
活
動
を
展
開
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

　
小
国
町
で
は
、
６
月
議
会
で
暴
力
団
排
除
条
例
を

制
定
し
、
ま
た
、
９
月21
日
に
は
暴
力
団
排
除
に
関

す
る
合
意
書
を
小
国
警
察
署
と
交
わ
し
ま
し
た
。

暴
力
団
排
除
宣
言
を
決
議

　
９
月
定
例
会
で
は
２
つ
の
請
願
が
提
出
さ

れ
、
い
ず
れ
も
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、12

月
定
例
会
ま
で
の
継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

9月議会　賛否の公表


